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迫りくる気候変動
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CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

迫りくる気候変動
 ⽣態系への影響

 桜の開花の早まり
 かえでの紅（⻩）葉の遅れ
 サンゴの⽩化

 農作物の品質低下や栽培適地の移動
 コメの⽩未熟粒や胴割粒の発⽣
 ぶどうの着⾊不良・着⾊遅延やりんごの⽇焼け果，着⾊不良などの発⽣
 うんしゅうみかんの浮⽪の発⽣
 トマトの裂果・着⾊不良等
 ナシの発芽不良
 イチゴの炭そ病の多発
 ナスの結実不良

 熱中症搬送者数・死亡者数の増加
 感染症媒介蚊の分布域の北上
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様々な分野における将来予測される影響
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気候変動に対する⼆つの対策

出典︓ 温暖化から⽇本を守る 適応への挑戦，2012 5
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気候変動適応法成⽴までの経緯

6出典︓ 環境省作成資料より
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気候変動適応法の概要
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気候変動影響予測の⼿順
世界の社会経済がどのように発展するかについて

複数のシナリオを作る

それぞれのシナリオ別に温室効果ガス(GHG)排出量を推定
排出シナリオ（社会経済シナリオ）

GHG排出量と気候モデルから将来の気温・降⽔量変化を予測
気候シナリオ

将来の気候変化と影響評価モデルから将来の影響を予測
影響評価
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⽂科省諸プログラムの位置づけ

出典︓ 気象研究所⾼薮出⽒提供資料を⼀部改編 9
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⽇本・地域を対象とした気候変動影響に関する研究例
 FY2005〜2009︓環境省環境研究総合推進費S-4
「温暖化の危険な⽔準および温室効果ガス安定化レベルのため
の温暖化影響の総合的評価に関する研究」

 FY2010〜2014︓環境省環境研究総合推進費S-8
「温暖化影響評価・適応政策に関する総合的研究」

 FY2010〜2014︓⽂部科学省RECCA
「気候変動適応研究推進プログラム 」

 FY2015〜2019︓⽂部科学省SI-CAT
「気候変動適応技術社会実装プログラム」
 課題③「気候変動の影響評価技術の開発」
 気候変動の影響評価技術及び気候適応策効果評価技術，成果を⾃治

体等が活⽤可能とするアプリケーションツール等開発
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⽂部科学省SI-CAT
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SI-CAT課題③全体の⽬標

 ⾃治体レベルにおける気候変動の影響評価や適応策の
検討を科学的に⽀援する技術開発
 気候変動影響評価モデルの開発︓全国を対象とした汎⽤的なモデル
 ダウンスケーリング予測結果（バイアス補正済み）を⽤いて，必要に応じ

て社会実装機関から提供される社会・経済シナリオを考慮し，数年〜⼗
数年先（2030年近辺）の1㎞程度の解像度．

 「防災」，「農業」を主とし，地⽅⾃治体が気候変動適応策の⽴案に不
可⽋な分野を対象

 個別＆複数の適応策を考慮した影響評価
 モデル⾃治体および社会実装機関と連携し，必要に応じて影響評価モ

デルを開発・改良（モデル⾃治体を対象とした詳細モデルの開発）
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適応策⽴案に必要な対象分野例
⽇本における気候変動による影響の評価に関する報告と今後の課題について（意⾒具申）（案）より

分野 ⼤項⽬（⼩項⽬）
⾃然災害・
沿岸域

河川（洪⽔，内⽔），沿岸（海⾯上昇，⾼潮・⾼波，海岸浸⾷），⼭地（⼟⽯流・
地すべり等），その他（強⾵等）

⾃然⽣態系
陸域⽣態系（⾼⼭帯・亜⾼⼭帯，⾃然林・⼆次林，⾥地・⾥⼭⽣態系，⼈⼯林，野
⽣⿃獣の影響，物質収⽀），淡⽔⽣態系（湖沼，河川，湿原），沿岸⽣態系（亜
熱帯，湿原・亜寒帯），海洋⽣態系，⽣物季節，分布・個体群の変動

農業・林業・
⽔産業

農業（⽔稲，野菜，果樹，⻨・⼤⾖・飼料作物等，畜産，病害⾍・雑草，農業⽣産
基盤），林業（⽊材⽣産（⼈⼯林等），特⽤⽣産物（きのこ類等）），⽔産業（増
養殖等，回遊性⿂介類（⿂類等の⽣態））

⽔環境・
⽔資源

⽔環境（湖沼・ダム湖，河川，沿岸域および閉鎖性海域），⽔資源（⽔供給（地表
⽔），⽔供給（地下⽔），⽔需要）

健康 冬期の温暖化（冬期死亡率），暑熱（死亡リスク，熱中症），感染症（⽔系・⾷品
媒介性感染症），節⾜動物媒介感染症，その他感染症），その他

産業・
経済活動

製造業，エネルギー（エネルギー需給），商業，⾦融・保険，観光業（レジャー），建
設業，医療，その他（その他（海外影響等）

国⺠⽣活・
都市⽣活

都市インフラ・ライフライン等（⽔道，交通等），⽂化・歴史などを感じる暮らし（⽣物季
節，伝統⾏事，地場産業等），その他（暑熱による⽣活への影響等）
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影響項⽬ 関連する気候パラメータ例
洪⽔氾濫 時間・10分間降⽔量(mm/hr, mm/10min), 

年最⼤⽇降⽔量(mm/day)
⾼潮浸⽔ 海⾯上昇量(mm/year), 台⾵強度, 年最低気圧
砂浜消失 海⾯上昇量(mm/year)

ダム湖⽔質障害 ⽇平均気温(℃), ⽇⽇射量(MJ/sqm), ⽇平均⾵速(m/s), ⽇平均湿
度(%),⽇平均雲量(-), ⽉別降⽔量(mm/month)

斜⾯崩壊 年最⼤⽇降⽔量(mm/day)
森林⽕災 ⽉別降⽔量(mm), ⽉別気温(℃), ⽉別⽇平均⽇射量(MJ/m2)

天然林 ⽉別気温(℃), ⽉別降⽔量(mm/month), ⽇最低気温の⽉平均値
(℃), 最⼤積雪深(mm), 積雪期間(day)

⽔稲 ⽇平均・最⾼・最低気温(℃), ⽇平均相対湿度(%), ⽇積算⽇射量
(MJ/m2/d), ⽇平均⾵速(m/s), ⽇降⽔量(mm)

果樹の栽培適地 ⽉別平均気温(℃), ⽉別平均⽇最低気温(℃), 年最低気温(℃)
沿岸環境急変
現象（急潮）

毎時流速UV(cm/s), 毎時⽔温(℃), 毎時塩分(PSU), 毎時海⾯⾼度
(cm),毎時海⾯⾵速UV(標⾼10m)(m/s), 毎時⾵応⼒UV(N/m2)

河川流量 地上気象要素(時間値︓降⽔量, 下向き短波放射, 下向き⻑波放射,   
気圧, ⾵速, 気温, ⽐湿(または⽔蒸気圧))

健康影響(暑熱) ⽇最⾼気温(℃), 時間気温 14



影響項⽬ 関連する気候パラメータ例
沿岸域及び閉鎖

性海域

陸域︓降⽔量(mm/h)，気温(℃)．海域(気象)︓東⻄⾵速(m/s)，
南北⾵速(m/s)，気温(℃)，⽐湿(kg/kg)，下向き短波放射量
(W/m2)，下向き⻑波放射量(W/m2)，降⽔量(mm/h)．海域(海
象)︓流速(m/s)，⽔温(℃)，塩分．※陸域・海域(気象)については地
表⾯2次元データ，海域(海象)については3次元データ

サンゴ・海藻 海表⾯⽔温(⽉)，海洋酸性化指標(⽉)，濁度(⽉)，
クロロフィル濃度(⽉)

太陽光発電
ポテンシャル ⽇射(⽉)，気温(⽉)，降⽔量(⽉)

⾵⼒発電
ポテンシャル ⾵速(⽉)，気温(⽉)

エネルギー需給 気温，湿度
⽊材⽣産量
（⼈⼯林等） 気温(年)，降⽔量(年)
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SI-CAT課題③からの期待（1）
 【全般】

 予測の不確実性を⽰すため多数の気候シナリオが必要（陸域・海域）
 基準年次の更新（1981-2000→2000-2019/2001-2020）
 地上だけでなく850hPaくらいの⾼度の情報も必要。⽇本の気候区分につき

最低⼀地点の基本変数の鉛直分布データ（⾼層ゾンデのイメージ）
 ⼭地の気候の再現性が⾼い気候モデルの開発
 SDSのデータを利⽤したd4PDFの簡易バイアスコレクションツール
 地⽅公共団体で活⽤することを前提とすると、国の代表的な気候シナリオの

整備が重要
• 必要な範囲，期間，要素などの条件から簡単に抽出できるような機

能の開発
• 数ヶ⽉，来年（あるいは数年後）などの短期的な予測情報
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SI-CAT課題③からの期待（2）
 【⼟砂災害】時間解像度1時間
 【洪⽔氾濫】数km・1時間
 【内⽔氾濫】数百ｍ・10分の時・空間分解能が望まれる。

 台⾵のようなイベントを含めて精度の⾼いデータ
 実際に起こっている局地的な豪⾬（例えば，線状降⽔帯）の再現

 【森林⽣態系】積雪期間や積雪深さ
 【農業】

 3時間以下の時間解像度
 領域・空間解像度がこちらで選択できるようなツール
 果樹の栽培年数が20〜30年。果樹産地の中⻑期計画は20〜30年先ま

でを想定。栽培作物や品種を変更するにしても、出荷できるようになるまでに
は約5年間の準備期間が必要となるため、30年後位までの予測シナリオをさ
らに精緻化（精度の⾼度化）を期待
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SI-CAT課題③からの期待（3）
 【⽔産業】

 太平洋側沿岸の海洋環境変化を表す、⿊潮の⼤蛇⾏、⾮⼤蛇⾏の再現
性向上

 【観光業】
 標⾼別・詳細地点別の積雪深︓現時点・将来の気象変数の推計値
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まとめ

 気候変動適応のとりくみは始まったばかり
 気候予測情報は適応の取り組みに不可⽋

 1kmメッシュでも不⼗分な影響分野・項⽬もある
 地⽅公共団体が期待する解像度（市区町村レベルや特定の

場所）での提供を期待
 不確実性をどのように捉えればよいかについて専⾨家による解

説が不可⽋
 極端現象（異常⾼温や気象災害）の情報も不可⽋
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“持続可能な未来のために今必要なこと”

ご清聴ありがとうございました
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